
石
渡
氏
は
「
就
活
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」

な
ど
の
著
者
で
、
大
手
新
聞
に
も

連
載
を
持
つ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

講
演
の
主
な
要
旨
は
次
の
通
り
。

大
手
の
会
社
説
明
会
の
ネ
ッ
ト

予
約
は
す
ぐ
満
席
に
な
る
。
大
学

名
で
選
別
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
参
加
を
諦
め
て
い

な
い
か
。
（
石
渡
氏
自
身
）
直
接

電
話
し
た
上
で
会
社
訪
問
し
、
内

定
を
得
た
経
験
が
あ
る
。
実
際
に

そ
の
方
法
で
内
定
を
得
た
就
活
生

も
い
る
。
方
法
は
簡
単
。
た
っ
た

一
本
、
電
話
を
掛
け
る
だ
け
だ
。

会
社
の
人
と
話
す
こ
と
に
も
な
り
、

自
発
性
や
行
動
力
が
身
に
つ
く
。

要
は
言
わ
れ
な
く
て
も
、
や
る
こ

と
が
大
切
だ
。
例
え
ば
、
銀
行
な

ど
の
金
融
な
ら
支
店
訪
問
。
ア
パ

レ
ル
な
ら
店
舗
を
訪
れ
、
実
際
に

服
を
買
う
。
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ら

住
宅
展
示
場
を
訪
れ
る
。

大
事
な
の
は
就
活
本
な
ど
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
頼
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。
就

活
本
に
は
優
秀
な
学
生
の
話
が
書

か
れ
て
お
り
「
自
分
は
平
凡
で
普

通
だ
か
ら
…
」
と
思
う
人
が
圧
倒

的
だ
が
、
全
く
問
題
な
い
。

◆
「
自
己
分
析
」

就
活
が
う

ま
く
い
く
人
と
い
か
な
い
人
の
差

は
何
か
。
そ
れ
は
結
果
の
捉
え
方

だ
。
う
ま
く
い
か
な
い
人
は
、
自

己
分
析
の
結
果
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
、

そ
の
方
向
に
だ
け
目
を
向
け
て
し

ま
う
。
こ
の
た
め
、
知
ら
な
い
業

界
や
働
き
方
へ
の
気
付
き
が
薄
れ
、

機
会
を
失
っ
て
い
る
。
会
社
説
明

会
で
は
『
あ
、
お
も
し
ろ
そ
う
な

仕
事
だ
』
と
気
付
く
こ
と
は
多
々

あ
る
。
い
い
発
見
が
あ
っ
て
も
そ

れ
を
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

分
析
結
果
に
捉
わ
れ
ず
、
様
々
な

分
野
に
目
を
向
け
て
欲
し
い
。

◆
「
適
性
検
査
」

採
用
担
当

者
に
よ
る
と
、
非
言
語
の
分
野
、

特
に
数
学
を
苦
手
と
す
る
就
活
生

が
多
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
一
般

職
や
総
合
職
に
限
ら
ず
数
学
は
必

須
だ
。
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
自
己
紹
介
す
る
場
面
を
考
え

て
欲
し
い
。
８
人
が
参
加
し
自
己

紹
介
の
時
間
は
２
分
と
し
よ
う
。

一
人
あ
た
り
の
持
ち
時
間
は
わ
ず

か
15
秒
だ
。
短
時
間
に
要
領
よ
く

話
せ
る
か
、
時
間
管
理
が
出
来
る

か
ど
う
か
。
計
算
で
き
れ
ば
対
処

は
可
能
だ
。
性
格
検
査
は
素
の
自

分
で
挑
む
こ
と
。

◆
面
接

自
分
を
大
き
く
見
せ

よ
う
と
話
を
盛
る
傾
向
が
あ
る
の

で
、
止
め
て
欲
し
い
。
自
分
自
身

の
こ
と
、
学
生
時
代
に
頑
張
っ
た

こ
と
を
し
っ
か
り
と
話
そ
う
。
何

を
ど
う
し
た
の
か
、
ど
う
し
て
そ

れ
を
続
け
ら
れ
た
の
か
、
何
が
楽

し
か
っ
た
の
か
。
そ
う
い
う
話
を

聞
き
た
い
。

面
接
で
自
己
Ｐ
Ｒ
や
志
望
動
機

を
聞
か
な
い
企
業
が
増
え
て
い
る
。

理
由
の
３
分
の
１
は
「
各
自
の
差

が
な
く
あ
ま
り
意
味
が
な
い
」
。

３
分
の
１
は
「
意
味
が
な
い
と
思

い
つ
つ
聞
か
な
い
と
学
生
が
不
安

に
な
る
か
ら
聞
く
が
、
聞
き
流
す
」
。

残
り
３
分
の
１
は
「
判
断
材
料
に

す
る
」
。
よ
く
あ
る
の
は
、
聞
か

れ
て
も
い
な
い
こ
と
を
合
わ
せ
て

語
り
出
す
ケ
ー
ス
。
頑
張
っ
た
こ

と
を
尋
ね
て
い
る
の
に
、
わ
ざ
わ

ざ
自
己
Ｐ
Ｒ
を
加
え
、
か
え
っ
て

人
物
像
を
見
え
な
く
し
て
い
る
。

面
接
官
は
「
秩
序
を
守
れ
な
い
人

で
は
な
い
か
」
と
思
い
不
採
用
に

す
る
。
面
接
で
は
聞
か
れ
た
こ
と

に
対
し
、
て
い
ね
い
に
し
っ
か
り

答
え
る
こ
と
だ
。
（
３
面
に
続
く
）
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リア」のオープニングセミナーで「ネット就活の限界」と題し講演した。石渡氏は「大

事なのは就活本などのマニュアルに頼りすぎないこと。銀行などの金融なら支店を、住

宅メーカーなら住宅展示場を訪れ、就活生自らが考え、行動することだ」と訴えた。

「
ネ
ッ
ト
就
活
の
限
界
」
石
渡
さ
ん
講
演

業界カフェに２７５人 職業経験の浅い
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が２月12日、大阪・梅田で開かれ、275人が参加。

百貨店や航空など13業界について理解を深めた。
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業
界
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育児・介護充実で現業職の女性、生き生きと

大阪キタの玄関口、阪急電鉄梅田

駅。１日当たり52万人が乗り降りす

る私鉄最大のターミナルだ。神戸、

宝塚、京都へ向かう10面９線のホー

ムが平行に並び「阪急マルーン」と

呼ばれる茶色の気品ある電車が絶え

間なく滑り込んでいく。

同社が「くるみん」取得に向け行

動計画の策定を始めたのは2005年。

次世代育成支援対策推進法（次世代

法）がきっかけだ。2007年には人事

制度の改定の一環として育児・介護

休業が取得しやすいようにファミリー

フレンドリー施策を充実させた。

「育児休業は３歳まで延長した。

期間中は複数回、取得できるよう配

慮した。事務職の短縮勤務も小学３

年までに拡充した」と人事部の労務

担当者。特に介護休業については、

2014年４月からトータルで３年、複

数回の取得が可能になった。今後、

訪れる高齢化社会の影響を見据えた

措置だ、という。

「介護は終わりが見えず、期間を

限定してひと固まりで取得すること

を前提とした休業制度では対応が難

しい面もある。短期間で繰り返し介

護する事例もあると聞く。必要な時

に複数回、取得できれば制度がより

使いやすくなるのではないか」と制

度導入の狙いを明かす。

同社の根幹である鉄道事業を担う

のは運輸現業職だ。運転士や車掌、

駅での勤務などお客様とも直接、関

わる。その中でも駅勤務の基本的な

勤務時間は午前８時から翌日の午前

８時まで。仮眠の時間はあるものの

24時間勤務が基本となる。

「人と接し、お客様に寄り添う仕

事がやってみたくて。入社すると約

1ヵ月間の机上研修があり、その後、

現場での泊まり勤務が始まります。

当時は朝、起きられなかったらどう

しようと。緊張で気も張っていまし

た。でも段々とその生活リズムに慣

れてくるようになります」と振り返

るのは、現業職採用担当の女性社員。

女性社員の比率は全体で１割ほど。

鉄道会社＝男性中心の会社？とのイ

メージもあるが、将来は女性が駅長

や助役として活躍する日も来るだろ

う。「将来に向け長く勤めてもらう

にはやはり、育児・介護などのサポー

ト体制をいかに充実させるかが鍵と

なる」と人事部の労務担当者は期待

を寄せる。

また「勤務が明けたその日は非番

だから一日中、子どもと一緒にいら

れるよ。一日置きに子どもと家でゆっ

くりと過ごせるので、交替制勤務に

もメリットがある」という先輩女性

社員の話は、苦労を乗り越えた経験

から非常に参考になるという。運輸

現業部門でも、いよいよ来月から限

定的ではあるが、短縮勤務が導入さ

れる。労務担当者は「運輸現業のよ

うなシフト勤務の職場で、希望通り

の短縮勤務をするのは難しい。会社

もできる限りサポートしたいが、育

児や介護と仕事を両立するには、社

員同士の相互理解や家族の協力も大

切になる」と強調する。

一方「くるみん」の取得について、

会社に対する学生側の反応はどうか。

「会社説明会のブースに『くるみ

んマーク』を張るなど広報に務めて

いるが、学生にはまだまだ浸透して

いないようだ。例えば企業選びの際、

就活サイトなどで、くるみんの取得

企業かどうかをボタン一つで簡単に

チェックできるような機能があれば、

学生の関心も高まるのでは」と提言

する。

平成27年度採用については、企業

側の広報活動が始まった。今年も例

年通り、学内セミナーや会社説明会

を中心に採用活動を進める方向とい

う。

現場を熟知する現業職の採用担当

者は「運輸部門はチームワークが求

められる仕事。共に働く社員同士で

コミュニケーションがうまく取れる

か。お客様が声を掛けやすく、相手

の目線や立場に立って対応できる人

柄か、そういった点もよく見ている」

とした上で「鉄道の運行はルールを

守る、というのが大原則。先輩の教

えや現場での仕事の流儀を、素直に

受け止められるか、大切な要素だと

思う」と指摘する。

「安心・快適・夢・感動」という

グループの経営理念が、現場を支え

る社風として息づいている。

先
輩
の
教
え
、
仕
事
の
流
儀

素
直
に
受
け
止
め
て

会
社
の
支
援
と
家
族
の
協
力
、
何
よ
り
も
大
切
に

阪急電鉄

「育児を終えても長く勤められる会社を探しているが何を参考にすればいいの？」。就活生からよ
く聞く言葉だ。そんな時は「くるみん取得企業」を調べて欲しい。「くるみん」は子育てと仕事を
両立しやすい「子育てサポート企業」として厚生労働大臣の認定を受けたマークだ。今回は阪急電
鉄に取得の経緯や社内施策について話を聞いた。
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◆
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
Ｅ
Ｓ
）

素
の
自
分
を
そ
の
ま
ま
書
け
ば

よ
い
。
背
伸
び
し
て
内
容
を
膨
ら

ま
せ
る
傾
向
が
あ
る
が
そ
の
必
要

は
な
い
。
面
接
す
れ
ば
す
ぐ
に
分

か
る
。
サ
ー
ク
ル
の
部
長
で
な
く

て
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
リ
ー
ダ
ー

で
な
く
て
も
よ
い
。
そ
の
よ
う
な

ア
ピ
ー
ル
は
む
し
ろ
、
採
用
担
当

者
を
う
ん
ざ
り
さ
せ
る
。

◆
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
Ｇ
Ｄ
）

面
接
の
変
化
球
だ
。

意
見
を
対
立
さ
せ
、
言
い
負
か
す

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ま
ず
押
さ

え
て
欲
し
い
。
メ
ン
バ
ー
は
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
る
。
う
ま
く
い
く

は
ず
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
臨
も

う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
全
員
不
採

用
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
よ
く
あ

る
ケ
ー
ス
は
「
周
り
の
学
生
が
す

ご
過
ぎ
て
話
せ
な
い
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」
。
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ

だ
。
①
沈
黙
よ
り
は
、
自
分
は
よ

く
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
周
り

に
伝
え
よ
う
。
例
え
ば
、
論
点
が

対
立
し
て
い
た
と
す
る
。
す
か
さ

ず
「
ち
ょ
っ
と
い
い
。
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
い
い
意
見
だ
と
思
う
。
だ

け
ど
よ
く
理
解
で
き
な
い
ん
だ
け

ど
、
論
点
を
一
度
整
理
し
て
み
な

い
か
」
と
言
え
ば
Ｏ
Ｋ
②
定
義
を

確
認
す
る
こ
と
。
論
点
が
ず
れ
た

ま
ま
、
話
だ
け
が
盛
り
上
が
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
「
最
初

の
定
義
は
こ
う
だ
っ
た
よ
ね
」
と

言
っ
て
み
る
③
時
間
管
理
を
き
っ

ち
り
。
Ｇ
Ｄ
に
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
重
要
だ
。
例
え
ば
、
発
表

ま
で
含
め
て
制
限
時
間
が
１
時
間

と
す
る
。
自
己
紹
介
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
発
表
ま
で
の
時
間
配

分
を
考
え
「
あ
、
時
間
大
丈
夫
か

な
」
と
口
火
を
切
る
。
う
ま
く
話

せ
な
い
人
が
い
る
な
ら
、
上
手
に

ボ
ー
ル
を
投
げ
て
あ
げ
る
。

就
活
集
中
支
援
期
間
の
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
大
阪
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
は
大
阪
・
梅

田
で
就
職
面
接
会
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
就
活

生
が
意
中
の
企
業
へ
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
臨
ん
だ
。

拡
大
版
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
マ
ッ
チ

ン
グ
ブ
ー
ス
（
Ｒ
Ｍ
Ｂ
）
説
明
会
・

面
接
会
＝
写
真
上
＝
は
３
月
９
日
、

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

あ
り
、
１
７
６
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
人
気
の
事
務
系
職
種
。
自

動
車
部
品
や
生
活
雑
貨
の
専
門
商

社
、
建
設
機
械
の
レ
ン
タ
ル
、
携

帯
電
話
事
業
な
ど
７
社
が
集
ま
っ

た
。各

ブ
ー
ス
で
は
、
人
事
担
当
者

が
会
社
の
主
力
製
品
や
業
界
の
今

後
の
動
向
、
社
風
や
求
め
る
人
材

像
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
た
。

チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
た
と
い

う
短
期
大
学
の
女
子
学
生
は
「
３

社
の
説
明
会
を
聞
き
、
う
ち
２
社

に
応
募
し
た
。
内
定
は
１
社
あ
る

が
、
自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
就

活
を
続
け
た
い
」
。
４
年
生
大
学

の
女
子
学
生
は
「
人
事
担
当
者
の

説
明
を
聞
き
、
会
社
の
雰
囲
気
も

良
さ
そ
う
だ
、
と
感
じ
た
。
経
営

理
念
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
ぜ

ひ
応
募
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

世
界
一
、
日
本
一
の
技
術
や
シ
ェ

ア
、
独
自
製
品
な
ど
を
も
つ
大
阪

の
「
も
の
づ
く
り
企
業
」
21
社
が

集
結
し
た
「
世
界
一
・
日
本
一
企

業
集
ま
る
！
～
大
阪
の
中
堅
・
中

小
企
業
を
知
る
業
界
研
究
・
企
業

研
究
イ
ベ
ン
ト
～
」
が
３
月
５
日

開
か
れ
、
５
３
７
人
が
参
加
し
た

＝
写
真
右
。

水
中
ポ
ン
プ
の
製
造
会
社
で
は

「
生
活
排
水
な
ど
み
な
さ
ん
の
身

の
回
り
に
も
弊
社
の
商
品
が
た
く

さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
」
と
商
品
と

技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
鉄
製
や
紙

製
の
ド
ラ
ム
缶
を
製
造
販
売
す
る

産
業
用
容
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー
の

ブ
ー
ス
で
は
、
参
加
し
た
学
生
が

実
際
に
商
品
を
手
に
し
て
「
意
外

と
軽
い
で
す
ね
」
な
ど
と
人
事
担

当
者
と
話
す
姿
も
見
ら
れ
た
。

就
活
中
の
若
者
に
対
し
て
企
業

担
当
者
か
ら
は
「
恐
れ
ず
に
自
分

の
個
性
・
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
中
小
企

業
は
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
」
「
様
々
な
企

業
を
調
べ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
「
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
で
す
。
一
緒
に
日
本
の
存

在
感
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。「

フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
若
者
の
た
め

の
合
同
企
業
面
接
会
」
は
２
月
25

日
に
あ
り
、
４
２
３
人
が
参
加
。

応
募
書
類
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
は
大

阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
Ｊ

Ｓ
が
個
別
相
談
や
書
類
の
書
き
方

な
ど
を
伝
授
＝
写
真
上
。
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
就
活
生
は
さ
っ
そ

く
履
歴
書
を
手
に
面
接
に
臨
ん
だ
。
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石
渡
さ
ん
講
演

拡
大
版
Ｒ
Ｍ
Ｂ
、
日
本
一
企
業
研
究
会
…

就
活
生
、
ま
な
ざ
し
真
剣

２
月
中
旬
以
降
か
ら
、
３
回
生
の
新
規
登
録
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
３
回
生
か
ら
就
職
活
動
時
期
が
後

ろ
倒
し
に
な
り
、
先
輩
と
異
な
る
就
活
と
な
る
た
め
戸

惑
っ
て
い
る
学
生
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
号
で
は
２

月
、
３
月
に
開
催
し
た
「
業
界
研
究
」
や
「
企
業
説
明

会
」
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
ネ
ッ
ト

就
活
に
頼
ら
な
い
就
活
方
法
等
に
つ
い
て
の
講
演
内
容

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
就
活
を
手
探
り
で
さ
れ
て
い
る

方
に
は
必
見
で
す
！
！
ま
た
、
学
卒
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

に
相
談
す
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
一
度
大
阪
新
卒
応

援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「就活後ろ倒し」悩まず来所を
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け
が
盛
り
上
が
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
「
最
初

の
定
義
は
こ
う
だ
っ
た
よ
ね
」
と

言
っ
て
み
る
③
時
間
管
理
を
き
っ

ち
り
。
Ｇ
Ｄ
に
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
重
要
だ
。
例
え
ば
、
発
表

ま
で
含
め
て
制
限
時
間
が
１
時
間

と
す
る
。
自
己
紹
介
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
発
表
ま
で
の
時
間
配

分
を
考
え
「
あ
、
時
間
大
丈
夫
か

な
」
と
口
火
を
切
る
。
う
ま
く
話

せ
な
い
人
が
い
る
な
ら
、
上
手
に

ボ
ー
ル
を
投
げ
て
あ
げ
る
。

就
活
集
中
支
援
期
間
の
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
大
阪
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
は
大
阪
・
梅

田
で
就
職
面
接
会
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
就
活

生
が
意
中
の
企
業
へ
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
臨
ん
だ
。

拡
大
版
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
マ
ッ
チ

ン
グ
ブ
ー
ス
（
Ｒ
Ｍ
Ｂ
）
説
明
会
・

面
接
会
＝
写
真
上
＝
は
３
月
９
日
、

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

あ
り
、
１
７
６
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
人
気
の
事
務
系
職
種
。
自

動
車
部
品
や
生
活
雑
貨
の
専
門
商

社
、
建
設
機
械
の
レ
ン
タ
ル
、
携

帯
電
話
事
業
な
ど
７
社
が
集
ま
っ

た
。各

ブ
ー
ス
で
は
、
人
事
担
当
者

が
会
社
の
主
力
製
品
や
業
界
の
今

後
の
動
向
、
社
風
や
求
め
る
人
材

像
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
た
。

チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
た
と
い

う
短
期
大
学
の
女
子
学
生
は
「
３

社
の
説
明
会
を
聞
き
、
う
ち
２
社

に
応
募
し
た
。
内
定
は
１
社
あ
る

が
、
自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
就

活
を
続
け
た
い
」
。
４
年
生
大
学

の
女
子
学
生
は
「
人
事
担
当
者
の

説
明
を
聞
き
、
会
社
の
雰
囲
気
も

良
さ
そ
う
だ
、
と
感
じ
た
。
経
営

理
念
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
ぜ

ひ
応
募
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

世
界
一
、
日
本
一
の
技
術
や
シ
ェ

ア
、
独
自
製
品
な
ど
を
も
つ
大
阪

の
「
も
の
づ
く
り
企
業
」
21
社
が

集
結
し
た
「
世
界
一
・
日
本
一
企

業
集
ま
る
！
～
大
阪
の
中
堅
・
中

小
企
業
を
知
る
業
界
研
究
・
企
業

研
究
イ
ベ
ン
ト
～
」
が
３
月
５
日

開
か
れ
、
５
３
７
人
が
参
加
し
た

＝
写
真
右
。

水
中
ポ
ン
プ
の
製
造
会
社
で
は

「
生
活
排
水
な
ど
み
な
さ
ん
の
身

の
回
り
に
も
弊
社
の
商
品
が
た
く

さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
」
と
商
品
と

技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
鉄
製
や
紙

製
の
ド
ラ
ム
缶
を
製
造
販
売
す
る

産
業
用
容
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー
の

ブ
ー
ス
で
は
、
参
加
し
た
学
生
が

実
際
に
商
品
を
手
に
し
て
「
意
外

と
軽
い
で
す
ね
」
な
ど
と
人
事
担

当
者
と
話
す
姿
も
見
ら
れ
た
。

就
活
中
の
若
者
に
対
し
て
企
業

担
当
者
か
ら
は
「
恐
れ
ず
に
自
分

の
個
性
・
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
中
小
企

業
は
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
」
「
様
々
な
企

業
を
調
べ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
「
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
で
す
。
一
緒
に
日
本
の
存

在
感
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。「

フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
若
者
の
た
め

の
合
同
企
業
面
接
会
」
は
２
月
25

日
に
あ
り
、
４
２
３
人
が
参
加
。

応
募
書
類
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
は
大

阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
Ｊ

Ｓ
が
個
別
相
談
や
書
類
の
書
き
方

な
ど
を
伝
授
＝
写
真
上
。
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
就
活
生
は
さ
っ
そ

く
履
歴
書
を
手
に
面
接
に
臨
ん
だ
。
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石
渡
さ
ん
講
演

拡
大
版
Ｒ
Ｍ
Ｂ
、
日
本
一
企
業
研
究
会
…

就
活
生
、
ま
な
ざ
し
真
剣

２
月
中
旬
以
降
か
ら
、
３
回
生
の
新
規
登
録
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
３
回
生
か
ら
就
職
活
動
時
期
が
後

ろ
倒
し
に
な
り
、
先
輩
と
異
な
る
就
活
と
な
る
た
め
戸

惑
っ
て
い
る
学
生
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
号
で
は
２

月
、
３
月
に
開
催
し
た
「
業
界
研
究
」
や
「
企
業
説
明

会
」
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
ネ
ッ
ト

就
活
に
頼
ら
な
い
就
活
方
法
等
に
つ
い
て
の
講
演
内
容

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
就
活
を
手
探
り
で
さ
れ
て
い
る

方
に
は
必
見
で
す
！
！
ま
た
、
学
卒
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

に
相
談
す
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
一
度
大
阪
新
卒
応

援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「就活後ろ倒し」悩まず来所を
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◆就活はいつから始めたか。

３回生の12月だ。どんな仕事を

するか悩んでいた。ただ、就活ナ

ビを通じ、やみくもにエントリー

することは疑問に感じていた。私

は慎重な性格。どこの企業でもい

いから採用を―という風潮に、少

なからず抵抗があった。

◆学生時代に熱中したことは。

大学広報室の学生スタッフとし

て学内外へのＰＲ活動に打ち込ん

だ。Ａ６サイズの冊子を作り、学

生生活に役立つ身近な情報を発信

した。地元商店街を取材したり、

コートの畳み方など学生向けのマ

ナー講座の記事を書いた。部員は8

0人の大所帯。広報室の職員は親身

に接してくれる。そんな彼らの仕

事ぶりを見て「どうしたら大学の

事務職員になれるのか」。漠然と

だが、考え始める。

◆本を読んだり、文章を書くこ

とが得意だったとか。

国語が好きで作文が得意だった。

小学時代の先生が素晴らしい方で、

子どもの意見を否定せず、しっか

りと受け止めてくれる授業だった。

好きな作家は児童文学のあさのあ

つこさん。「ガールズ・ブルー」

という作品に感銘を受けた。落ち

こぼれだが、今を後悔せずに生き

る。そんな生徒たちの物語だ。

◆あさのさんとはその後、大学

で対談することに。

「作家と語る」という企画で、

あこがれのあさのさんがゲストだっ

た。喜んで対談のメンバーを引き

受ける。あさのさんの物語は同性

が一対になった主人公が多い。キャ

ラクター作りの秘話も聞き出せた。

広報スタッフの仕事もやりがいが

あり、専攻である心理学の勉強も

楽しかった。「あー、やっぱり学

校っていいなあ。学生が楽しめる

場づくりに私も職員として関わり

たい」。心からそう思うようになっ

た。学校の事務職こそ、私が進む

道だと。

◆だが、大学事務職の採用選考

は、なかなかうまくいかない。

地元岐阜の大学事務職は、最終

面接まで進んだのに結果は不採用

だった。面接の出来も悪くなかっ

ただけに、さすがに落ち込んだ。

◆大阪新卒応援ハローワークと

の出会いは、その頃か。

そう。求人はたくさんあり、支

援も手厚かった。担当してくれた

女性のジョブサポーター（ＪＳ）

に応募書類の書式を尋ねたら、瞬

時に欲しいサンプルが私の目の前

に出てきた。添削では、私の文章

を大きく変えることなく、一緒に

言い回しを考えてくれる。私の考

えを否定せず、寄り添ってくれた。

この人なら信頼できる。

◆その後も学校事務職の選考は

最終面接まで行くが、依然、不採

用が続く。

私の祖父や祖母、母の言葉があ

りがたかった。「人は必ず縁のあ

るところに行く」「やりたい仕事

ができる場に行きなさい」と。不

採用通知を受け取ったら「終わっ

たことは終わったこと。次へ進も

う。悔しくてもＨＷに足を運び続

けよう」。自分にこう言い聞かせ

た。家族の前では涙を見せない私

も、担当してくれたＪＳの前では

泣いたり、気持ちのすべてを打ち

明けた。まるで「就活の母」のよ

うな存在だ。

◆そして、念願の大学事務職に

決まる。

「ここが最後だ」との気持ちで

選考に臨む。仕事は入試課での広

報情報業務だ。大学のＨＰにミュー

ジカル調の動画があった。今まで

やってきた広報活動とミュージカ

ルの舞台の経験が生かせると思っ

た。面接では、ジャズダンスやミュー

ジカルなど、これまで私が取り組

んできた舞台の話を、初めて話す

ことができた。これまでの面接と

は違うぞ。得意分野だったので一

生懸命、私の思いを伝えたつもり

だ。「『私のことを面接官に伝え

たい』という君の熱意をひしひし

と感じたよ。だから全員一致で採

用を決めたんだ」。内定後に聞か

された。

◆就活を振り返って思う事は。

最終で不採用が続いても、周り

がいつも待っていてくれた。なん

とかその思いに答えなきゃ。今は

感謝の気持ちでいっぱいだ。仕事

への強いこだわりから内定までと

ても時間がかかったが、自分の志

を持ち続けることが大切だ、と分

かった。諦めず走り続ける。これ

が一番の近道だ、と。

学内での広報スタッフが縁で大学の事務職員を目指す。だが、内定への道は険しかった。３度の最終面接はいずれ

も不採用。厚い壁が立ちはだかる。「悔しくてもＨＷに足を運び続ける。諦めず夢をつかみたい」。その都度、自分

に言い聞かせた。こだわり続け、やっとかなった学校事務職の仕事。その軌跡を振り返る。

広
報
ス
タ
ッ
フ
の
経
験
が
縁
、
不
採
用
の
悔
し
さ

Ｊ
Ｓ
と
分
か
ち
合
う
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生生活に役立つ身近な情報を発信
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ナー講座の記事を書いた。部員は8
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事ぶりを見て「どうしたら大学の

事務職員になれるのか」。漠然と

だが、考え始める。

◆本を読んだり、文章を書くこ

とが得意だったとか。

国語が好きで作文が得意だった。

小学時代の先生が素晴らしい方で、

子どもの意見を否定せず、しっか
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つこさん。「ガールズ・ブルー」

という作品に感銘を受けた。落ち

こぼれだが、今を後悔せずに生き

る。そんな生徒たちの物語だ。

◆あさのさんとはその後、大学

で対談することに。

「作家と語る」という企画で、

あこがれのあさのさんがゲストだっ

た。喜んで対談のメンバーを引き

受ける。あさのさんの物語は同性

が一対になった主人公が多い。キャ

ラクター作りの秘話も聞き出せた。

広報スタッフの仕事もやりがいが

あり、専攻である心理学の勉強も

楽しかった。「あー、やっぱり学

校っていいなあ。学生が楽しめる

場づくりに私も職員として関わり

たい」。心からそう思うようになっ

た。学校の事務職こそ、私が進む

道だと。

◆だが、大学事務職の採用選考

は、なかなかうまくいかない。

地元岐阜の大学事務職は、最終

面接まで進んだのに結果は不採用

だった。面接の出来も悪くなかっ

ただけに、さすがに落ち込んだ。

◆大阪新卒応援ハローワークと

の出会いは、その頃か。

そう。求人はたくさんあり、支

援も手厚かった。担当してくれた

女性のジョブサポーター（ＪＳ）

に応募書類の書式を尋ねたら、瞬

時に欲しいサンプルが私の目の前

に出てきた。添削では、私の文章

を大きく変えることなく、一緒に

言い回しを考えてくれる。私の考

えを否定せず、寄り添ってくれた。

この人なら信頼できる。

◆その後も学校事務職の選考は

最終面接まで行くが、依然、不採

用が続く。

私の祖父や祖母、母の言葉があ

りがたかった。「人は必ず縁のあ

るところに行く」「やりたい仕事

ができる場に行きなさい」と。不

採用通知を受け取ったら「終わっ

たことは終わったこと。次へ進も

う。悔しくてもＨＷに足を運び続

けよう」。自分にこう言い聞かせ

た。家族の前では涙を見せない私

も、担当してくれたＪＳの前では

泣いたり、気持ちのすべてを打ち

明けた。まるで「就活の母」のよ

うな存在だ。

◆そして、念願の大学事務職に

決まる。

「ここが最後だ」との気持ちで

選考に臨む。仕事は入試課での広

報情報業務だ。大学のＨＰにミュー

ジカル調の動画があった。今まで

やってきた広報活動とミュージカ

ルの舞台の経験が生かせると思っ

た。面接では、ジャズダンスやミュー

ジカルなど、これまで私が取り組

んできた舞台の話を、初めて話す

ことができた。これまでの面接と

は違うぞ。得意分野だったので一

生懸命、私の思いを伝えたつもり

だ。「『私のことを面接官に伝え

たい』という君の熱意をひしひし

と感じたよ。だから全員一致で採

用を決めたんだ」。内定後に聞か

された。

◆就活を振り返って思う事は。

最終で不採用が続いても、周り

がいつも待っていてくれた。なん

とかその思いに答えなきゃ。今は

感謝の気持ちでいっぱいだ。仕事

への強いこだわりから内定までと

ても時間がかかったが、自分の志

を持ち続けることが大切だ、と分

かった。諦めず走り続ける。これ

が一番の近道だ、と。

学内での広報スタッフが縁で大学の事務職員を目指す。だが、内定への道は険しかった。３度の最終面接はいずれ
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縁
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不
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の
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し
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Ｊ
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分
か
ち
合
う
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